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1． 江崎玲於奈先生とネガティブレジスタンス

：濱川先生は，大阪大学大学院工学研究科の山口次郎

先生の研究室で研究を始められました．アモルファスの研

究を始められたきっかけ，研究の方針，原動力などからお

話しいただけますか．

：私の立命館大学退官を記念してつくっていただいた

本に，「“夢を追って40年”半導体―物性制御とその応用」

という文章を書きました．私の研究人生は，まさにこの表

題どおりでしたね．

1956年，私は修士論文で「ゲルマニウムp-n接合の高電

界現象と負性抵抗」というテーマに取り組んでおりました．

山口先生の半導体研究室といえども，セレン整流器の研究

が主流で，ゲルマニウムはまだ珍しく，「いったいどんな色

をしているねん」とやってきた研究室の先輩たちに，ゲル

マニウムを得意気にお見せしたものです．

当時は，米国ベル電話研究所でトランジスタが誕生し，

製品が出てから数年たったころでした．実用素子としては，

点接合型トランジスタから接合型トランジスタが新製品と

して出て，日本でも量産化に踏み切ろうとしていました．

また，ゲルマニウムの合金接合ダイオードが自動車用ダイ

ナモの整流器などとして，日本でも量産化が始められてい

ました．しかし，半導体製品は当時，王座を占めていた真

空管と比 してまだ少数派．トランジスタやダイオードの

信頼度も低く，産業界においても製造の歩留まりを何とか

してあげたいという技術的要請がありました．そこで私た

ちは，半導体の表面現象と高電界破壊のメカニズムの解明

に取り組んだのです．

実は，それにはもう一つ前の話がありましてね．ノーベ

ル物理学賞を受賞された江崎玲於奈さんが絡んでいるので

す．私の行った研究にフランツ・ケルディッシュ効果とネ

ガティブレジスタンス（負性抵抗）がありますが，それを

指導してくださったのが江崎さんなんですよ．江崎さんは，

神戸工業株式会社から東京通信工業株式会社（現・ソニー

株式会社）に移られています．今だったら直接移ることが

できるけれども，当時そんなことはもってのほかでした．

そこで，阪大の山口研究室に研究員として1年ほど籍を置

いておられたのです．
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江崎さんとは，よく京阪電鉄の京橋駅から一緒に帰った

ものです．特急に乗っている40分間，ずっと話をしていま

した．それでも話が尽きず，四条で降りて喫茶店に入り，

コーヒーを飲みながらまた話をするのです．研究室にいる

ときにはあまり話ができなかったのですが，電車と喫茶店

でずいぶん指導していただきました．

もともと，「ネガティブレジスタンスとは，どういう意味

なのか」と江崎さんが私に質問したんですよ．江崎さんは

電気屋ではなくて物理屋さんだから，ネガティブレジスタ

ンスを知らんの．私が少し説明すると「わかった」と言っ

て，それから勉強を始められた．1週間ほどするとまた別な

質問をしてきたのですが，そのときにはもう私よりもよく

知ってはった．江崎さんの研究に対する姿勢は真剣で，学

生だった私よりもはるかに熱心だったですね．彼の研究姿

勢からたくさんのことを学びました．私は江崎さんの弟分

で，いまだにかわいがってもらっています．

2． Bardeen先生との出会いからイリノイ大学へ

：博士課程に進んだ1958年当時，トランジスタやダイ

オードはゲルマニウムからシリコンへと技術改革が始まり

つつありました．そして，将来のトランジスタはシリコン

かゲルマニウムかという大論争が巻き起こりました．私の

恩師である山口先生は「シリコンは天与の物質である．ト

ランジスタやダイオードの温度特性も禁止帯幅がシリコン

は大きいだけ安定，しかも逆方向飽和電流が3けたも小さ

い，またシリコンのほうが資源的に豊富である．だから，

将来の半導体デバイスはシリコンになるだろう」と主張さ

れました．今から考えれば，まさに先見の明がありました．

その後10年以上たち，シリコンやガリウムヒ素などの中で

太陽電池材料は何が本命かという議論で，わが恩師の言葉

として，この提言を繰り返したものです．

シリコンは酸素ととても相性がよく，SiOの形で酸素が

混入してしまうため，シリコンデバイスの製造過程で不純

物の混入をいかに少なくするかが大きな課題になっていま

した．シリコンの抵抗率が高いほど高純度化されていると

いうことで，まるでオリンピックの記録のように世界中の

研究機関が，その値を競うようになりました．山口研究室

でも，米国のベル研究所や日本の電気試験所（現・産業技

術総合研究所）と肩を並べるデータを出していました．ちょ

うどそのころ，トランジスタの発明で1956年のノーベル物

理学賞を受賞した John Bardeen先生が国際理論物理学会

出席のために来日し，山口研究室にもいらっしゃいました．

それが，Bardeen先生との最初の出会いです．その数年後

に，先生の助手として米国イリノイ大学へ行くことになろ

うとは，そのときは夢にも思っていませんでした．

：高電界現象やフランツ・ケルディッシュ効果の研究

がBardeen先生の目にとまって，イリノイ大学へ行かれた

のですね．

：シリコンでようやく手応えのあるデータが出て，物

理学会英文誌（JPS）に発表しました．1965年のことです．

そのころ，同じような研究を始めようとしていたBardeen

先生から，イリノイ大学にマテリアルリサーチ研究所

（Material Research Laboratory）ができるので，その仕

事を持ってこないかと誘われたのです．

実は，1961年に大阪大学で基礎工学部が創設されて，

1964年私は助教授になっていました．Bardeen先生から声

が掛かったのがまだ研究室立ち上げの時期だったため，イ

リノイ大学への赴任を1年延期しなさいという命令が大学

から出てしまったのです．でも，それが結果的には幸いし

ました．イリノイ大学ではすでに研究費が出ていましたか

ら，研究室の間取りから研究設備まで計画書を提出するよ

うにいわれ，日本にいながらにして研究室立ち上げの準備

を進めることができました．1965年7月に客員研究助教授

としてイリノイ大学に着任したときには，絵に描いたとお

りの新研究室ができ上がっていたのです．日本で実験に失

敗したゲルマニウムサンプルもたくさん持っていき，すぐ

に研究を始めることができました．

：イリノイには何年間おられたのですか．

：1年延長して約2年間いました．日本では手作りの

ロックインアンプを使っていましたが，アメリカでは新鋭

の設備が使えました．サンプルも10μmまで薄くして，ま

さに仕切り直しです．どんな研究でも同じだと思いますが，

特に物性実験ではよいサンプルを用意することが，成果の

50％以上を占めると確信しています．サンプルを10μmま

で薄くしたことが大きく効いて，着任してわずか3カ月で，

日本ではどうしても出なかったフランツ・ケルディッシュ

効果が見事に姿を現し，さらに振動的フランツ・ケルディッ

シュ効果も発見することができました．

Bardeen先生はアメリカで，いろいろな賞の大将をやっ

てはったんです．「お前にこの賞を出そうと思うが，どうだ」

といわはるので，「嫌や」と断っていました．今考えたら，

Geの負性抵抗の発見者として当時の賞を出しておいても

らったらよかったな

3． Meinel先生と出会い，太陽光電池へ

：1967年6月に帰国し，研究テーマはフランツ・ケル

ディッシュ効果から，やがてモジュレーション・スペクト

ロスコピー（変調分光法）へと移っていきました．当時，

モジュレーション・スペクトロスコピーの研究は盛んで，

国際会議が世界各地でありましたね．

：1972年には米国アリゾナのツーソンで，第1回変調

分光法国際会議が開催されました．会議の中日，議長を務

められたB. Seraphin先生のご自宅の夕食会に招待され

ました．プールサイドで歓談していると，マイナス1等星

くらいの明るく光る物体が，日が沈んだばかりの空を横切

るのが見えた．UFOだと叫ぶ人もいる中で，Optical Sci-

ence Centerの所長のAden B. Meinel先生は，「あれは○

○という人工衛星だ．あと20分したら△△という人工衛星

がこっちから来る」とおっしゃったのです．Meinel先生は

天文学者で，衛星の動きが頭に全部入っていた．
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Meinel先生とお話をするうちに，とっぷりと日が暮れて

満天の夜空になりました．「私が住んでいる大阪では，とて

もこれだけの星は見えない」と言うと，Meinel先生は「こ

こでも以前は6等星くらいまで見ることができたが，今は

4等星くらいまでしか見えない．このままでは，あと20年

もすれば地球はもっと汚される」とおっしゃいました．そ

して「あなたは半導体の専門家なので，クリーンな太陽エ

ネルギーを用いて大規模な発電をこの地上でやりません

か」と．この言葉が，私が太陽光発電に取り組むことになっ

たきっかけです．

：その国際会議では，Meinel先生が「Quest For
 

Solar Energy」と題して，グローバルな視点でエネルギー

の話をされたそうですね．

：はい．そしてMeinel先生は私に，地球に降り注ぐ太

陽エネルギーの質と量についてなど，資料をどっさりくだ

さいました．その中の一つ，Meinel先生が書かれた

『Scientific American』の天文学の記事にも，「地球の砂漠

化」といった言葉が使われていました．今だったら全部わ

かるけれど，そのときは何のことかわからなかった．1970

年代初めに現在の地球環境問題を見抜いておられたという

のは，すごいね．

：濱川先生は，日本で最初に太陽電池やクリーンエ

ネルギーを提案されました．

：その話は実はアメリカから輸入したんですよ．

Meinel先生からいただいた資料を読みあさり，いくつかの

雑誌に「太陽エネルギー変換と半導体の役割」といった論

文を発表しました．また，工業調査会の会長であった『電

子材料』の志村幸雄社長にいわれ，今お話ししたような話

を，日本語の本にも書きました．

：アモルファスに関する大きな出来事としては，1969

年，Ovshinskyが非常に速いスイッチに関する論文が出さ

れました．

：西野種夫さんがモジュレーション・スペクトロスコ

ピーの研究を始めたので，西野さんにその仕事を渡して，

私はアモルファスに集中したのです．1972，73年からです．

アモルファスは，最初はカルコゲナイドで，電子技術総合

研究所（現・産業技術総合研究所）と民間企業にアモルファ

スグループができました．そのころから日本のアモルファ

スグループの多くの研究者が，アメリカに行きました．ア

モルファスシリコンは，その後です．

：濱川先生が太陽光発電の研究を始められたルーツ

は，やはりイリノイ大学にあったということになりますか．

：そう言えますね．太陽電池も当初は，シリコンに透

明電極を付けた太陽電池をやっていました．そのルーツは

モジュレーション・スペクトロスコピーから来ています．

：だいぶ前になりますが，1972年から74年くらい

の応用物理学会のプログラムで，誰が太陽電池の発表をし

ていたかを調べたことがあります．濱川先生の研究室では，

高倉秀行さんがSnO をつけたシリコンの太陽電池の発表

をしています．東京工業大学にいた私は，ガリウムヒ素の

太陽電池を発表していました．大学で太陽電池の発表をし

ているのは，濱川先生とわれわれの高橋清先生の研究室く

らいしかありませんでした．

：そうでしたか．それは，ぜひ書いておいてください．

：濱川先生のアモルファス研究への着手は早かっ

た．その経緯を教えてください．

：CarlsonとWronskiがプラズマCVDという一種

の低温気相成長によって水素化アモルファスシリコンを作

り，エネルギー変換効率4.5％を達成しました．4.5％とい

うのは決して高くはありませんが，たくさん作ればエネル

ギー的に十分使えると考え，私もすぐにアモルファスシリ

コンの研究を始めたのです．

：モジュレーション・スペクトロスコピー，カルコゲ

ナイド，単結晶の太陽電池，それらが全部，アモルファス

シリコンに結びついたのですね．

：そのとおりです．

4． 独創的な発想 ヘテロ接合と多接合

：濱川先生は，アモルファス太陽電池の研究で非常

に独創的な提案をたくさんされました．その中で，特に素

晴らしいと思うことが二つあります．一つは，ヘテロ接合

を使ったこと．Siと SiCはなじみませんから，ふつうは難

しいと考えてしまいます．ところが先生は，アモルファス

SiCとアモルファスSiでヘテロ接合をつくり，変換効率を

大きく上げました．どうしてヘテロ接合を思いついたのか，

ぜひ聞かせてください．その前にガリウムヒ素などのヘテ

ロ接合があって，それをアモルファスでも応用しようとい

う発想だったのでしょうか．

：まったくそのとおりです．アモルファスに入ったと

きに，ヘテロ接合の話は一緒にくっついて出てきたのです．

アモルファスとは，いったいどんな結晶構造になっていて，

ジャンクション接合をつくるのにはどうしたらいいか．バ

ウンダリーバンドができて，キャリアを食べてしまう．境

界層ができていて，そこでキャリアが食われてしまう．キャ

リアを生かして通すためにはどうしたらいいか．今思えば

そう考えてヘテロ接合を始めたのです．

：もう一つ，先生の研究で素晴らしいと思うのは，

多接合です．今でこそ多接合はよく使われるようになりま

左から桑野，小長井，濱川の各氏
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したが，濱川先生は非常に早い時期に，アモルファスシリ

コンの接合をたくさん重ねて高電圧の太陽電池を作られ

た．あれを見て，僕はものすごくびっくりしたんです．着

想のきっかけを聞かせてください．

：うちの研究室では，アモルファスの前に大きな多結

晶をやっていました．だから，多結晶とダングリングボン

ド（未結合肢手）は，慣れていたのです．アモルファスシ

リコンがどんな電子構造になっていて，どのようにつな

がっていくのか．ダングリングボンドは，どんな役割をし

ているのか．主にダングリングボンドや界面状態の電子プ

ロセスをやっていました．その応用なので，自然と多接合

へ進みました．やっていた者からすると，あまり珍しくは

ないですよ．

：アモルファスシリコンの接合をたくさん重ねて電

卓を動かしましたよね．あの発想はすごい．実験は，岡本

博明先生がされたのですか．

：とにかくたくさん積めと言ってやらせたのです．そ

ううまくいくとは思っていなかったのですが，その結果，

数ボルトの電圧が出た．その理由についても岡本くんが英

語の論文を書いていますけれど，それが彼の修士論文です．

：どのくらいの厚さにすればよいか，シミュレー

ションで理論解析もされました．理論と実験を一度に出さ

れたので，インパクトが大きかった．

：岡本くんが書いたアモルファスシリコンの論文は，

物理屋さんにものすごく有名ですよ．その時分にOvshins-

kyが何度も文献を請求してきて，送ったものです．Ovshin-

skyは物理のセンスがあるんだなあと，えらく感心しまし

た．

：アモルファスのSiC（シリコンカーバイド）を開発

したときは，株式会社カネカ（旧・鐘淵化学工業株式会社）

の太和田善久さんも先生のところで一緒に研究されたので

すか．

：そうです．多結晶にして変換効率を飛躍的に上昇さ

せるには何がいいかと考え，シリコンカーバイドだという

ことでつくった．それは，私の直感です．太和田さんが理

学部の化学出身という強みを発揮して，大きな貢献をして

くれました．当時変換効率が5.7％から一挙に8.04％に上

昇．当時，アモルファスシリコン太陽電池を電力用として

応用するためには8％以上の変換効率が必要だといわれて

おり，その壁をクリアーしたため，国際会議では大騒ぎに

なりました．

：あのときは，カーボンのソースとしてメタンやエ

タンなど，いろいろ試していましたね．

：はい．あれはシリコンカーバイドやシリコンゲルマ

ニウムが栄えたきっかけになりましたよね．

：多接合の続きで，アモルファスとキャストSi太陽

電池を組み合わせたハネムーンセルを作られました．これ

も話題になった技術の一つです．それが，その後のHIT太

陽電池やカネカのハイブリッド太陽電池に展開しているよ

うにも思えます．

：三洋電機のHITセルは，もともとそれやものね．だ

からそれが栄えた．

：結晶に対してアモルファスを使って接合をつくると

いうのは，非常に画期的なことでした．濱川先生が提案さ

れたことは，みんなうまくいっている．いままで失敗した

ことがないのではないか，と思うほどです．

：私のところにルーツがあるように聞こえると，えら

いたいそうになるけれども，実は今の話は本当や．

5． 産業化のカギとなった集積化のルーツ

：アモルファスの関係で特許もたくさん申請されて

いるのでしょうか．それとも，あのころは大学にいると特

許には興味がなく，論文を書いて終わりでしたか．

：私は特許を書くのが上手ではないし，好きではあり

ませんでした．出せといわれたら，嫌々ながら出すくらい．

：今は，大学でも特許を出せ出せと，強く言われま

す．

：当時は，今と逆です．大学の先生が特許を書いてい

たら，あいつは金儲けばかりしていると，みんなから敵視

されたものです．

学生運動のときは，メーカーとの共同研究の関係書類は

みんな持って行かれてしまうから気を付けるように，と大

学の本部から言われました．三洋電機株式会社，三菱電機

株式会社をはじめ10社くらいと共同研究をしていました

から，研究室の扉がある場所に書類を隠しましたよ．

：アモルファス太陽電池は生産量も増えて，年間

100メガワットくらいつくられています．以前から問題に

なっていたStaebler-Wronski効果は，まだゼロになりま

せん．光劣化さえなくなれば，シリコン薄膜太陽電池の変

換効率はさらに伸びるはずです．フッ素を入れたらいいと

いわれていたこともありますが，Staebler-Wronski効果

を取り除くのは難しい．地道にやるしかないのでしょうか．

：そうしたいですね．アモルファスシリコンがこれだ

け産業化できたのは，何といっても桑野さんの力です．日

本の影響を受けて，アメリカでも流行るようになったので

すからね．桑野さんは，アモルファスの工業化にはなくて

はならない人ですよ．

：企業でも努力しましたが，やはり濱川先生の研究が

なければ実現できなかったと思います．

：集積型が工業化の一つのカギになりました．集積

型は，アモルファスだけではなく，すべての薄膜太陽電池

のスタンダードになっています．横に広げるという集積型

は，どなたのアイデアですか．

：集積型のルーツは，やはり濱川先生のヘテロ接合や

多接合です．

：アモルファスが薄くなかったら，集積型はできませ

んでした．レーザー加工がやりやすかったということが一

つ．でも，薄いから縦方向のエッジでショートしてしまう

と，普通は考えます．ところが，面抵抗が高いからショー

トが問題にならないことを見つけたのです．結晶系をやっ
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ている人には考えつかないアイデアだったかもしれませ

ん．

6． 濱川研は多くの逸材を輩出

：次は，教育面の話をお聞かせいただきたいと思い

ます．濱川研究室のメンバーは40～50人くらいで，非常に

優秀な方がそろっていることで有名でした．

：特別に選抜したわけではありません．ただ，研究室

のみんながいつもエキサイトするように，励ましながら一

緒にがんばろうと思っていました．だから，みんなアクティ

ビティがあるんです．

：強い研究室には，また優秀な人が集まるというこ

とですね．

：優秀な人が集まったということも，もちろん大事で

す．次に，集まった皆さんががんばってやってくれる，い

つも喜んでやってくれるようにすることが，ものすごく大

事．次々に賞をもらっている研究室では，研究がどんどん

加速するものです．加速性やね．私は，それを常に心掛け

てきました．頭をなでるのと，尻をたたくのと両方や．た

たかれているやつほど，よう頑張る．

：濱川研を出た人たちは，太陽電池，モジュレーショ

ン・スペクトロスコピー，エレクトロルミネセンスなど，

いろいろな分野で活躍されています．濱川研を卒業された

方は何人くらいいるのですか．

：阪大では博士が64人出ました．立命館に移ってから

は，5人くらいですわ．

：私も先生の研究室で博士をいただいた一人です．濱

川先生は，阪大だけではなく，日本全国，全世界の大学か

ら，とても大きな心で人を集めてくるのです．さらに民間

企業からも．濱川先生はものすごく応用物理的な，心が広

い人だと思います．大学人でありながら，アカデミックだ

けではなく，いつも応用，社会に役立つというキーワード

で先生は考えられていました．だから，民間企業からもた

くさん博士が出ていますよね．

：論文博士として社会人の教育に貢献したというこ

とですね．

：「サンシャイン計画」のメンバーでも，濱川研の卒業

生の割合は高い．よう頑張っている人が多いですよね．

：日立製作所中央研究所にいた丸山瑛一さんも阪大で

博士号を取っています．カルコゲナイト系アモルファス半

導体を最初に実用化したのは，丸山さんたちが開発した日

立のサチコンでした．私たち三洋電機がアモルファスSiの

事業化を始めたときには，丸山さんのように早く世の中に

製品を出したいと，彼が一つの目標だったのです．

：先生のところには，国内だけではなくて，海外か

らも大勢人が集まって来ました．その中で，思い出に残っ

ている人というと，どんな顔が思い浮かびますか．

：タイから来たDusit Kruangamさんは出世頭だな．

もう一人は，韓国のチンスー・ソン（Jinsoo Song）さん．

彼はうちの研究室の所属ではありませんが，しょっちゅう

来ていました．濱川研究室は兄貴の研究室だと，いまだに

慕ってくれています．だから，韓国でも同じように組織を

つくれと言って，「サンシャイン計画」関係のいろいろな情

報を彼にあげました．

：濱川先生が育てた人が母国に戻って大きな企業を

興し，現在では日本の競争相手となり，難しい関係になり

つつあります．特に中国や韓国では，これから太陽電池産

業が急速に伸びていくことでしょう．日本は今までアジア

諸国と交流を深めてきましたが，企業にいる者にとっては，

これからの付き合い方を考える必要があるかもしれませ

ん．濱川先生が築いてくれたアジア諸国との絆は，きちん

と保ちながら．

：アジア諸国との関係は，キープしないといけないと

思います．まあ，お願いします．

7． 太陽光発電の国際会議，世界会議を提案

：太陽光発電のコミュニティは国内会議を3回行

い，1984年に神戸の国際会議場で第1回の太陽光発電国際

会議（PVSEC）を開催しました．アジア地区で初めての太

陽光発電の国際会議でした．PVSECはアジア地区で回し，

アメリカの IEEE-PVSCと，ヨーロッパのEC-PVSECの

3極でやるということで始まりました．第1回PVSECで

は，予算を確保するのに大分ご苦労されたのではないで

しょうか．

：当時の電事連（電気事業連合会）の事務所長が，私

と大学が同期の関西電力の橋本常務だったのです．お願い

に行ったら，思いもよらず一発で500万円を出してくだ

さった．これは特殊事情です．

：第1回PVSECでは，大きな展示場を併設しまし

た．今では，太陽電池の国際会議のときに展示場を併設す

ることが当たり前になっています．私がもう一つ濱川先生

はすごいなと思うのは，第1回PVSECのときに，アメリ

カとヨーロッパ，アジアを含めた世界会議の必要性を力説

されたことです．実現には10年以上かかりましたが，第1

回の太陽光発電世界会議（WCPEC）が1994年にハワイで

開催されました．すでに4年のサイクルで4回開催され，
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2014年には日本で第6回WCPECが開催される予定で

す．PVSECは2007年12月の開催で17回を数え，参加者

も1000人を超えています．

：太陽光発電が，日本で盛り上がってきているという

ことですね．

：IEEEの国際会議では濱川先生がツアーを組まれ

ていました．私もよく参加させてもらい，とても印象に残っ

ています．参加者にとっては非常に過酷なツアーです．国

際会議に1週間出て，次の日から企業や研究機関の訪問が

始まります．朝から訪問，その日のうちに次の訪問地に移

動して……，を繰り返すのです．しかもサンフランシスコ

から日本に帰るときには，報告書を書き上げていないとい

けない．昔はワープロがないですから，手書きです．最後

にコピーを配って検討会をやります．

参加者は20名くらいになったときもありました．ホテル

は必ず相部屋で，毎晩部屋割りが変わる．私もいろいろな

方と知り合いになりましたし，とても勉強させていただき

ました．あのツアーは，アメリカの太陽電池産業や人を知

るのにもよかったし，日本人を知るのにもよかった．私の

すべては，そこから来ていると思っています．

1982年にカリフォルニア州のパロアルトで行われた日

米科学セミナー「4配位系アモルファス物質とその技術応

用」は，いまでも思い出されるエキサイティングな会議で

した．濱川先生がBardeen先生を連れてこられて，誰の発

表か覚えていないのですが……．

：私の発表ですよ．Bardeen先生が質問の手を挙げら

れた．

：それなのに，座長がほかの人を指名してしまった．

濱川先生が後で，なぜBardeen先生を指さないのかと怒っ

て．若い研究者にとっては，ノーベル賞受賞者に質問して

もらったほうが，教育的効果も大きいと濱川先生はお考え

になられたのでしょう．桑野先生も，Bardeen先生に質問

していただいたほうがよかったですよね．

：昼休みに公園で昼食を食べていると，Bardeen先生

が来て質問をしてくれました．

：このセミナーでは，もう一つ大きな出来事があり

ました．Carlsonが番外で演台に立ち，「先ほど，私の同僚

から電話が入った．昨晩，アモルファスシリコン太陽電池

で変換効率10％を達成した」と発表したのです．それを聞

いてゾクゾクしました．

：その当時，アメリカは何とか日本を抜かないと，と

焦っていた．これで抜いたわけや．

：会場は割れんばかりの拍手喝采でしたが，その発表

を聞かれたとき，先生はどう思われたのですか．悔しいと

思いましたか．

：いや，なんでそれが出たんやろうか，という話を皆

さんとしていました．

8． 応用物理的な心

：濱川先生の最大の功績は，産業界に学問の成果を広

めたことだと思います．大学の研究者だけではなくて，民

間の研究者，技術者に広めた．それは，応用物理的（応物

的）だと思います．大学の先生は学問に埋没する傾向にあ

ります．濱川先生は基礎工学部にもかかわらず，広い心を

持って，産業界まで一体として指導してきました．そのルー

ツは何ですか．

：当時，大学で研究をしていて，その成果を産業界に

広げるというのは，むしろ自己顕示欲のように思われてい

たかもしれません．しかし，それはものすごく大事なこと

だと，私は思っていたのです．

工学部にいれば，やはり産業界に貢献しないといけない．

それは大事ですよ．特許もそうです．それは個人的な利益

ではなく，研究の成果を広げるには中立機関を通して広め

ることが大事．その信念ですわ．

：濱川先生は，民間の私たちが困っていたときも面倒

みがよく，助けてくれました．一緒に苦労して産業までもっ

ていこうという姿勢がありました．そこが，ふつうの大学

人と違うのです．

：やってきた研究がこんなふうに役に立ちますよ，と

いうことを皆さんに知ってほしいのが第一ですよね．特許

を広めるのと同じように思ってもらったらいいでしょう．

桑野さんはまだ三洋電機の中堅だったころ，私の研究室に

来られたのですが，彼がそういう主義だったのです．私が，

それを勉強したわけです．

：ルーツは桑野さんだ．

：濱川先生は学問だけではなく，技術から産業まで広

い視野をお持ちでした．太陽電池の事業は，1980年代，1990

年代と惨
さん
憺
たん
たるものでした．アメリカやヨーロッパの企業

は，次々にやめていきました．だけれど，日本の企業は最

後まで持ちこたえてきた．そして，太陽電池を屋根に載せ

る社会システムになった．濱川先生は，社会制度の改革も

やってくれたのです．そういうコミュニティをつくったこ

とが，きわめて応物的です．

：アモルファス太陽電池があったからこそ，太陽光

発電が一般の人の手の届くところにきたといえるでしょ

う．1980年代初めは，民生用への応用がほとんどでした．

その後，濱川先生と桑野さんの努力のおかげで，みんなが

使う電卓に付けられるようになりました．

：私だけではありません．阪大工学部には，成果を社

会に広げようという先生がたくさんいました．阪大工学部

は，応用物理にたいへん理解があるんです．

：今，日本の太陽電池の生産量は世界一です．そのルー

ツをたどると，1973年に始まった「サンシャイン計画」に

行き着きます．オイルショックの後，新エネルギーの研究

開発を進めようという国家プロジェクトです．「サンシャイ

ン計画」立案のキーパーソンが，濱川先生でした．先生は

なぜ，「サンシャイン計画」が重要であると認識をして推進

してきたのでしょうか．

：成果を広げないとあかんし，世の中はこんなふうに

ならないとあかんという理想は，頭の中に入っていました
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よ．でも，僕が率先して，旗を立ててやったわけではあり

ません．役所の人ですよ．

：えらい謙
けん
遜
そん
を．光産業技術振興協会や新エネルギー

財団（NEF），電気工業会などの委員会にも参加して，太陽

光発電を広げてこられました．それは，なぜですか．

：やはり物理学ですよね．環境問題と物理学という意

識はありました．それを表にあらわに出したりはしません

でしたが．

9． 自然科学への道

：小学校や中学校で，忘れられない先生はいますか．

：小学校の神谷先生．京都で屋根瓦を神谷瓦というの

ですが，そこの御曹司ですわ．

：どのような影響を受けたのですか．

：まだ戦時中だったのだのですが，その時代には珍し

いハイカラな，自由な先生でね．

：なぜ自然科学を始めたのですか．

：模型飛行機をつくって飛ばしたり，電車をつくって

走らしたりすることが好きだった．それだけの話です．電

車はいまだにやっています．私の家に一度来てください．

HOゲージの電車が走っていますよ．

：産業界に入る道もあったのに，自然科学の学問の分

野にのめり込まれたのは，なぜですか．

：電気を触るのが好きやった．電気工学が面白かった

からです．そのころの文明の利器は電気．今ではソフトウ

エアやコンピューターになっていますけれども．

：物理や数学ではなく，電気工学というのは，その当

時から応物的だったんですね．今日は，長時間ありがとう

ございました．

左から中山，末光，奥山，濱川，小長井，桑野，後藤の各氏
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